
ほかの誰にも似ていない、
ほかのどこにも似ていない、
たくさんの生きものが棲む場所で。

www.ThinktheEarth.net/jp
Think the Earthプロジェクトは「エコロジーとエコノミーの
共存」をテーマに2001年に発足したNPO（非営利団体）です。
クリエイティブやコミュニケーションの力で、日常生活のなか
で地球や世界との関わりについて考え、行動する、きっかけづ
くりを行っています。
環境や社会問題への無関心とあきらめの心こそ最大の課題とと
らえ、ウェブサイトや書籍などで情報発信を行っているほか、
企業やNPO、クリエイターとともに誰もが参加できるプロジェ
クトを開発・提供しています。

野生の王国ともいわれるアフリカから。右上）ケニア、マサイ・
マラ動物保護区のチーター。世界一の俊足で知られるチーター
は、絶滅が危惧されている動物の一種。右下）タンザニア。約
1万5000㎢もの広さがあるセレンゲティ国立公園の草原のシ
マウマ。左上）ナミビア、エトーシャ国立公園の水たまりに集
まるヌーやオリックス、インパラたち。左下）タンザニアにあ
る世界最大のカルデラ、ンゴロンゴロのクレーター中央部の湖
に集うフラミンゴ。　写真／佐々木拓史

生物多様性のびっくり20



私たち人間は、地球に暮らす数千万種の生きもののひとつでしかないってこと、忘れてはいませんか？
しかも、その生きもののほとんどが、人間よりずっと前から地球に存在してきた大先輩。
人間では考えられないような驚くべき性能や能力を持っています。こんなに賑やかで多様な生物ってすごい！

すごいぞ生き物。不思議がいっぱい！
生物多様性のびっくり20

人間は、ジャングルで目立たないようにしたかっ
たら迷彩服を用意しなくてはならないけれど、も
ともとまわりの風景に溶け込む姿かたちを持って
生まれた生き物もいる。たとえば、カレハガやリ
ーフフィッシュは枯れ葉にそっくり。カメレオンや
イシガレイになると、持って生まれた姿にすら頼
らず、まわりの風景に合わせて自分の体色を変え
てしまうという特殊能力を持っている。彼らが風
景に溶け込んでしまったら、見つけるのは困難だ。

持って生まれたステルス機能
カレハガ、リーフフィッシュなど

シャコ

ウロコフネタマガイ

ボノボ

ハイイロミズナギドリ、アネハヅルなど

シメコロシノキ アリ、マカランガ

ワラビー

ミミズ

ミズタメガエル

人間は、赤、青、緑の3色の組み合わせで色を認
識しているが、シャコは12もの色の組み合わせ
で世界を見ているという。人間が見える範囲の色
はもちろん、テクノロジーの力を借りないと見る
ことのできない紫外線や赤外線をとらえることが
できる。シャコが見ている世界を人間が想像する
ことは難しいが、シャコが人間よりもはるかに多
くの情報を色から得ていることは間違いない。ち
なみに、多くの哺乳類は赤と青の2色の組み合わ
せでものを見ている。

紫外線も赤外線も見えてます

オーストラリアは国土の大半が激しく乾いた砂漠
地帯。でも砂漠でくらす生き物たちのなかに、乾
燥に弱いはずの両生類、カエルがいる。ミズタメ
ガエルは、雨の降らない時期になると、体重の倍
ほどの水を体内に吸収してボールのように膨ら
み、地面に穴を掘ってそのなかで夏眠に入る。そ
して季節が変わり、激しい雨が降るとその雨音で
目を覚ます。オーストラリアの先住民、アボリジ
ニの人々は水不足になるとこのカエルを探して掘
り出し、絞って水を飲むのだとか。

体に水をたくわえて眠る

オーストラリアにすむ小型のカンガルー、ワラビ
ーの赤ちゃんは、まるで胎児のような超未熟児で
生まれてくる。赤ちゃんは、産まれたら自力でお
母さんの体を登り、おなかの袋へ。体の大きさは
ほんの数センチほどで、体を守る毛も生えていな
い。免疫もまったく発達していないのに、感染症
にかからないでいられるのは、母乳に秘密がある。
ワラビーのお母さんのお乳には、ペニシリンの
100倍とも言われるきわめて優秀な抗生物質が
含まれているのだ。

〝スーパー抗生物質〞
入りのお乳

参考文献：『世界の不思議な植物』『クマムシ』『小学館の図鑑NEO 鳥』『トンデモない生き物たち』『極限環境の生命』『深海生物ファイル』『深海生物大図鑑』『深海魚摩訶ふしぎ図鑑』『カエルの不思議発見』『ボノボ』『へんないきもの』+ほか多数

食べものをめぐる争いやメスをめぐる争い……。
人間に限らず、ほかの生き物の世界も、争いと無
縁ではいられない。力が物をいう〝争いごと〞に
ユニークな解決法を見出したのが類人猿のボノ
ボ。争いが起きそうな状況になると、手近な誰か
をつかまえて性行動をする。ひとしきり性行動に
いそしんだ後は緊張がやわらぎ、暴力沙汰は回避
される。力に頼って無用な血を流すことを好まな
い、「戦争ではなく愛を」を地でいく動物だ。

争いは愛で解決

インド洋深く、2,500mの海底で見つかったウロ
コフネタマガイ（通称スケーリーフット）は、殻か
ら足まで、すべて金属でコーティングされた巻貝。
海底の熱水噴出孔から流れ出てくる金属や硫黄を
組み合わせた「硫化鉄」で、自分の貝殻と足を覆
っている。ふつうの巻貝は襲われたら貝殻の中に
すっぽり入ってふたを閉めるが、スケーリーフッ
トはアルマジロのようなウロコ状のよろいで覆わ
れた足を持ち、体を中にひっこめることはない。

海底の装甲車
鉛やヒ素などの重金属は、人間の体内に入れば命
にかかわるほどの毒。工場跡地では、住宅をつく
りたくても土に入り込んだ重金属の汚染が心配さ
れる。ところが、近年イギリスで見つかったミミ
ズは、鉛やヒ素で汚染された土を食べて元気に暮
らしている。重金属を特殊なタンパク質で包み、
無毒化して体内を通過させているらしい。汚染さ
れた土壌にこのミミズを放せば、土壌から鉛やヒ
素などの重金属の害を除去できるかもしれない。

鉛やヒ素を食べてもケロリ

季節によって過ごす場所を変える渡り鳥。空を飛
ぶという手段を得た鳥たちが長い距離を移動でき
るのは不思議ではないが、それにしてもハイイロ
ミズナギドリの移動距離はきわだっている。1年
のうちに渡る距離は、なんと64,000㎞。地球一
周が40,000㎞だから、1.5倍以上の距離になる。
高さでは7,000mのヒマラヤ越えをするアネハヅ
ルとインドガンがチャンピオン。酸素は地上の3
分の1程度しかないが、上昇気流を見事に使って
山を越えていく。

地球1周半の長距離飛行

東南アジアの熱帯に生えるマカランガという木
は、体の一部を空洞化させてそこをアリの巣とし
て提供し、アリに、害虫から葉を守ってもらって
いる。アリの側も、安全なすみかを得るうえに、
マカランガの樹液を食料とする。こうした「アリ
植物」はほかにも何種かあり、アリが巣のなかで
する糞から養分をもらうものもある。互いが互い
を必要とし、ともに生活や姿を変えながら進化し
てきた「共進化」のうるわしい例だ。

仲良く一緒に進化しています
イチジクの仲間シメコロシノキは、ほかの大きな
木の枝の上で芽を出して、巻きつきながら伸びて
いく。つる植物のように木に巻きつくだけでなく、
自分の幹をどんどん太く高くして、自力で立てる
ほど成長すると、もはや用なしとなった元の木を
がんじがらめにしめつけ、自分の体でおおってし
まう。土の養分や太陽の光をシメコロシノキに奪
われた宿主は枯れて崩れ落ち、その部分が空洞と
なって、外側のシメコロシノキだけが残る。

宿を乗っ取るぶっそうな客
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「地球は人間だけのものじゃない」をテーマに「生
物多様性」を分かりやすく書き下ろした 11篇。
養老孟司、藤田紘一郎、しりあがり寿などの豪華
寄稿陣を迎え、驚きに満ちたコンテンツが次から
次へと展開。全国の書店で好評発売中！
企画監修：山本良一（東京大学教授）
編著：Think the Earth プロジェクト　
発行：ダイヤモンド社　価格：1,995円（税込）

『いきものがたり
生物多様性11の話』
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ポンペイワーム

ツチボタル

ミイデラゴミムシ

アホロートル、ヒトデ
チョウチンアンコウ

ライマメ

ゾウ
細胞性粘菌

ハオリムシ

クマムシ

名前にムシがつくが虫ではない、体長1㎜ほどの
小さな生き物「クマムシ」。まわりの環境が厳し
くなってきたら、樽のように丸まって活動を休止
する。樽状態のときには、真空にも75,000気圧
という高圧にも耐えられ、なんと、人間の致死量
の1,000倍以上の強さの放射線を浴びても生き
延びられるという。まさに「ザ・極限環境サバイ
バル生物」だ。ただし、樽状態でないときにはご
くふつうの生き物。人間が指でぎゅっと力を加え
たら、潰れてしまう。

真空にも、放射線にも
耐えられる

森林地帯の地中に暮らす「細胞性粘菌」は、ふだ
んはアメーバ細胞として動物のように自由に動き
回り、まわりの細菌を食べ、分裂して数を増やし
ている。しかし、餌を食べつくしてしまうと、多
数のアメーバがぎゅっと集まって１つの体になる。
この集合体は移動しながら良い場所を見つけると、
ごくちいさなキノコへと形を変え、胞子をまいて
子孫を残す。環境次第で、「単細胞」から「多細胞」
へ、「移動して餌をとる動物」から「定着して胞子
で子孫を増やすキノコ」へと生活を劇的に変える
ことができる柔軟性は、生物界でも群を抜く。

体も生活も変える柔軟性

人間は電話の技術に助けられて遠くの人と会話を
するが、ゾウは、人間には聞こえないほどの低周
波音で何キロも先の仲間とコミュニケーションで
きる。2004年におきたインド洋の大津波では、
バリで観光客を乗せていたゾウたちが、津波が来
る直前、ゾウ使いの制止をふりきって高台に登っ
たという話が注目を集めた。津波も大きな低周波
音を出して波よりも早く押し寄せてくるので、そ
の音を聴き取ったのではないかと考えられている。

低周波で長距離コール

インゲンマメの仲間ライマメは、葉を食べにくる
ナミハダニが大の苦手。襲われても逃げられない
のが植物の悲しさだが、ライマメはナミハダニを
撃退する手段を持っている。葉を食われるとナミ
ハダニの天敵であるチリカブリダニを呼び寄せる
物質を空気中にまくのだ。ちなみに、人間が葉を
傷つけてもこの警報は発信されない。襲ってきた
相手を見きわめてその天敵を操る、という実にス
マートな警報システムである。

参考文献：『世界の不思議な植物』『クマムシ』『小学館の図鑑NEO 鳥』『トンデモない生き物たち』『極限環境の生命』『深海生物ファイル』『深海生物大図鑑』『深海魚摩訶ふしぎ図鑑』『カエルの不思議発見』『ボノボ』『へんないきもの』+ほか多数

敵の敵を操る警報システム

硫化水素といえば、ほとんどの生物には猛毒。人
間なら、濃度の高い硫化水素を数回吸い込んだだ
けで死んでしまうが、この猛毒を進んで体内にと
りいれて生きている生き物がいる。硫化水素が大
量に出ている海底の熱水噴出孔の近くに暮らすハ
オリムシは、硫化水素をエネルギーに変えて成長
する細菌を体内に住まわせ、その細菌の分泌物を
栄養にしているのだ。だから、太陽光のまったく
届かない深海でもどんどん成長できる。

太陽エネルギーは不要です

たいていの生き物は、体温は高くても40度程度。
短い時間なら高温に耐えられても常に60度を越
すような場所では生きられない。でも、深海の海
底から300度を超す熱水が噴出しているところ
には、自分を取り巻く海水の温度が80度を超え
ても平気のへいざというポンペイワームという生
き物が暮らしている。しかも、尾のあたりが80
度でも、口のあたりは20度程度ということも。
上下で60度もの違いがあっても、まるで問題な
く生きている。

超高温でも大丈夫 トカゲの尻尾が切れたら生えてくることはよく知
られているけれど、尻尾以外を切られるとさすが
に終わり。でも、サンショウウオの仲間のアホロ
ートルは、足を切断されても、また生えてくる。
数ヵ月後には元通り。さらに驚きの再生力をもつ
のが、ヒトデ。ヒトデを２つに切ると、体はそれ
ぞれ元通りに再生されて、２匹のヒトデになって
しまう。たとえ一本の腕からでも、残りの体全体
が再生することがある。

不死身の肉体

生き物の少ない深海に生きるチョウチンアンコウ
は、獲物はもちろん結婚相手を探すのも一苦労。
チョウチンアンコウには、オスがメスを見つける
とガブリとわき腹にかみつき、そのままメスの体
の一部になってしまうものがいる。口からだんだ
んとメスの体に融合していき、血管がつながり、
ものも食べず、目もヒレもなくなっていく。メス
の体の一部となって、精子をメスに供給する “器
官” になってしまうのだ。

結婚はパラサイトの始まり

暗いはずの洞窟を、幻想的な青い光で飾る生き物
がいる。ホタルではなく、ヒカリキノコバエの幼
虫、ツチボタルだ。この体長4㎝ほどの幼虫は、
体内の発光器官から青白い光を発することができ
る。同時に、粘液を出して数十本の細長い糸状に
して垂らし、光に誘われてやってきた羽虫を絡め
取って食べてしまう。妖しく美しい光と透明な粒
のつらなる糸は、罠なのである。ヒカリキノコバ
エの成虫が誤ってひっかかっても、幼虫たちに食
べられてしまう。

美しい光は誘惑の罠

ミイデラゴミムシは、体長15㎜ほどの小さな虫
ながら、体内に化学兵器工場を備えている。外敵
に襲われると100度以上のガスを爆発的に噴射
のだ。材料は体内で化学的に合成するが、高温ガ
スで自身が爆発してしまうことのないよう、体内
の反応室は頑丈な壁で守られている。連続噴射も
可能で、方向も自在。襲おうとしたカエルの口に
噴射して粘膜に強い刺激を与え、撃退してしまう。

高温ガス兵器で敵を撃退
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誕
生
し
て
以
来
、
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
長
い
時
間
を
か
け
て
進
化
と
分
化
を

続
け
な
が
ら
つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
球
上
の
生
き
も
の
が

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
、
生
物

多
様
性
と
呼
び
ま
す
。
生
物
多
様
性
に
は
、

無
数
の
生
物
種
が
相
互
に
関
わ
り
あ
い
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
（
種
の
多
様
性
）、
森
、

海
、
河
川
、
湿
地
や
砂
漠
な
ど
様
々
な
生
態

系
が
あ
る
こ
と
（
生
態
系
の
多
様
性
）、
同

じ
種
で
も
遺
伝
子
の
違
い
に
よ
っ
て
多
様
な

個
性
が
あ
る
こ
と
（
遺
伝
子
の
多
様
性
）、

と
い
う
３
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
人
間
も
、
多
様
な
生
物
の
一
種
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
命
も
生
活
も
、
豊
か
な
生
態

系
の
土
台
な
く
し
て
維
持
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
医
薬
品
や
食
料
、
衣
料
や
住
宅
の

原
料
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
生
物
多
様
性

か
ら
の
恵
み
で
す
。
し
か
し
、
人
間
の
せ
い

で
多
く
の
生
物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い

ま
す
。
食
用
や
嗜
好
品
の
た
め
の
乱
獲
、
乱

開
発
に
よ
っ
て
生
物
を
追
い
出
す
、
外
来
種

に
よ
る
生
態
系
へ
の
侵
入
な
ど
、
人
間
の
せ

い
で
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
動
物
は
数
多
く
い

ま
す
。
現
代
の
絶
滅
ス
ピ
ー
ド
は
、
6
5
0
0

万
年
前
の
恐
竜
時
代
の
大
絶
滅
よ
り
速
い
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
物
の
危
機
は
、
す
な

わ
ち
人
間
の
危
機
で
す
。

　
生
物
多
様
性
条
約
は
、
1
9
9
2
年
の
地

球
サ
ミ
ッ
ト
で
署
名
が
始
ま
り
、
翌
93
年
に

発
効
し
た
国
際
条
約
。
日
本
も
含
め
、
約

1
9
0
の
国
や
地
域
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

C
O
P
（Conference of the Parties

）

と
は
、
国
際
条
約
の
締
約
国
が
集
ま
っ
て
開

催
す
る
国
際
会
議
の
こ
と
。
次
回
の
会
議
は
、

2
0
1
0
年
10
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
条
約
施
行
後
10
回

目
の
会
議
と
な
る
た
め
、
C
O
P
10
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
0
年
は
国
連
が
定
め

た
「
国
際
生
物
多
様
性
年
」
で
も
あ
り
、

2
0
0
2
年
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
の

C
O
P
6
で
採
択
さ
れ
た
「
2
0
1
0
年
目

標
」
の
目
標
年
に
も
あ
た
る
た
め
、
ひ
と
つ

の
節
目
と
な
る
会
議
な
の
で
す
。　

4

5
6

1110

16

15

19

20

9

生
物
多
様
性
と
は
？

生
物
多
様
性
の
危
機
は
人
間
の
危
機

生
物
多
様
性
条
約
と
C
O
P
10



My Think The Earth :  ecoyomi

平田麻子（Th㏌k the Earthプロジェクト　推進スタッフ）

二十四節気七十二候を暮らしの中に
「えこよみ」の最初の企画書の日付は、2004年5月
30日。その少し前に、スタッフから「七十二候」の
存在を教えてもらった私は、その言葉の美しさのとり
こになった。「ウグイス鳴く」「桃始めて笑う」など、
その情景が目の前にイメージされて、シンと冷たい真
冬の朝に響く「ホーホケキョ」の声だとか、桃の花の
甘やかな香りだとかが自分の中にはっきりと立ち上が
ってきたのだ。次の瞬間、「私、これ企画にします。
絵本にしたいです！」と宣言。仲間の力を借りながら、
猛スピードで企画書にしたのを覚えている。
でも、絵本をつくるなんてはじめての経験で、何をど
うしたらいいのか手探り状態。この文字数ではとうて
い語れない紆余曲折があった。文章を書いてくださっ
た加藤久人さん、そしてイラストレーターの松尾たい
こさんとの出会いが、企画に命を吹き込んでくれたと
感じている。またデザイナー、印刷会社、出版社の皆
さんの大きな力で、2005年の立春の頃、最初の絵本
「えこよみ」を世に出すことができた。
それから約5年の月日が経ち、2009年1月には3冊

目の絵本『えこよみ3』（イラストレーター久村香織
さん）を発行。また2009年秋には2種類の「えこよ
みカレンダー」を発売するに至った。「えこよみ」を
きっかけに、二十四節気七十二候をもっと気軽に暮ら
しに取り入れる人が増えたら素敵だな。そんな想いで
突き進んできた5年間。二十四節気七十二候のある暮
らしが、もっと広がりますように！
www.ThinktheEarth.net/jp/ecoyomi/
　　  Think the Earth　えこよみ

My Think The Earth :  polit ics

横山ゆりか（Th㏌k the Earthプロジェクト　事務局）

「引きうける」こと
突如として注目を浴びるようになった八ッ場ダム計画。
だけどこれだけメディアに取り上げられても、いった
いなにが論点なのか、ややこしすぎてわかりづらい。
それもそのはず、八ッ場ダムは 1947 年に最初の計画
が持ち上がって以来、半世紀以上の長きにわたって揺
れ続けてきたのだ。度重なる計画の変更、予算の増額、
反対運動、住民と行政との交渉、様々な利権。その歴
史のなかで状況も人の感情も入り乱れ、とてもじゃな
いが簡単にはひもとけない。
そもそも、こんなに複雑な問題ができあがってしまっ
たのは、私たちが政治を国に「お任せ」してしまって
いたからだ、と「八ッ場あしたの会」事務局長の渡辺
洋子さんは社会学者・宮台真司の言葉を引き合いにし
て語っていた。だから、今後八ッ場のような悲劇を繰
り返さないためには、お任せではなく私たちが「引き
うける」政治に変えていく必要がある。
どんなに難しい問題でも、この先どうするのが良いか、
自分で考えてみる。身近な人とでも、ウェブ上のコミュ
ニケーションでもなんでもいいから、誰かと共有して

みる。そうやって、ひとりひとりが「問題」と「自分」
と「世界」とのつながりを想像し、当事者として「引
きうける」視点を獲得し、未来へのビジョンを描く。
そうしやすい社会の仕組みを作っていく。……それは
とても大変なことに思えるけれど、実際に八ッ場ダム
建設予定地を訪れ、住民の人たちが乗り越えてきたも
のすごい苦難を垣間見ると、そうしていくしかない、
という気持ちに駆り立てられる。それに、「引きうける」
方が「お任せ」よりずっと面白そう、とも思う。
■「八ッ場あしたの会」のウェブサイトでは、八ッ場ダ
ム建設計画に関する詳細な情報が整理されている。
www.yamba-net.org

2009 年度パートナー企業（2009.11.27 現在　五十音順） 
株式会社eTEN／株式会社NTTデータ／カシオ計算機株式会社／ KDDI株式会社／
シャープ株式会社／セイコーインスツル株式会社／ 株式会社堀場製作所／
ポロ・ビーシーエス株式会社／三井不動産株式会社／株式会社ユニクロ 
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My Think The Earth :  biodiversity

上田壮一（Th㏌k the Earthプロジェクト　プロデューサー）

知らないことは罪
「環境に優しい」という言葉は、時に消費を煽る言葉
として安易に使われている。たとえばgoogleで「ヤ
シ油　環境に優しい」と入れると、たくさんの宣伝文
句が検索結果に現われる。再生可能な植物から得られ
ることから石油代替資源として注目されていること、
プランテーションが二酸化炭素の吸収源となることな
どから、一時期「環境に優しい」と宣伝された名残が、
まだネット上に残っているのだ。でも、これは大きな
誤解。生物多様性という面から見ると、その生産現場
では凄まじい環境破壊が行なわれている。
ヤシ油の世界的な需要増に伴って急激に拡大したプラ
ンテーションは、広大な熱帯雨林を根こそぎ切り払い、
そこで暮らしていた多くの生きものたちの生活の場を
奪ってつくられたものだ。ボルネオ島の生産現場で見
たのは、なんとも殺伐たる光景。地平線まで続く広大
なプランテーションには「たった１種類」の植物しか
存在していない。今やヤシ油は、植物性油脂という名
で冷凍食品や化粧品など身近な商品に大量に使われて
いて、知らないうちに消費している。いつのまにか生

物多様性破壊に手を貸していたと知って言葉を失った。
ボルネオでは分断された森をつなぎ、生きものたちが
自由に往来できる「緑の回廊」をつくるという運動が
始まっている。持続可能なヤシ油の生産を考える国際
的な対話もスタートした。だが、消費者が知らなけれ
ば何も変わらない。「緑の回廊」プロジェクトを進める
NGO「ボルネオ保全トラスト」の坪内俊憲さんの言葉
が耳に痛い。「知らない、ということは罪なのです」。
■緑の絆は結べるか ～ボルネオの熱帯雨林で起きていること
リポートはこちらから
www.ThinktheEarth.net/jp/thinkdaily/report/
　　 Think the Earth　地球リポート

My Think The Earth :  social  action 

風間美穂（Th㏌k the Earthプロジェクト　推進スタッフ）

ようこそ「みずのがっこう」へ
地球の表面は約70％が水で覆われていて、私たちの
身体もおよそ60％が水。この惑星で暮らす生きもの
に欠かせない〝みず〞は、世界を覗くひとつの〝窓〞
だと思えたら、目の前の景色が少し違ってみえるかも
しれない。私たちを日々潤してくれる〝みず〞は、蛇
口をひねれば何時でも何処でも手に入る、ここ日本で
は。海や川の水、家の中を流れる水、山肌や身体を駆
け巡る水……これら地球を旅する水は、豊かな暮らし
を支えてくれるだけでなく、どうやら環境・食・エネ
ルギー問題解決の鍵もにぎっている、らしい。水の専
門家に教わりながら、現代社会や環境の問題を紐解い
てみようと、「Water Planet 2009」は装いを新たに〝
みずのがっこう〞としてスタートした。
「五感で清流を感じるトレッキング・ツアー」など、
バラエティに富んだ12の公式授業を実施。その他にも、
クイズ形式の授業やワークショップでは、大人も子ど
もも頭と身体を使って水の循環を学び、自分と水の関
係を見直した。授業の後、一生懸命に自分の言葉で、
水の大切さを話してくれた男の子の瞳が印象深い。こ

の学校が日本全国に広がり、水の恩恵に感謝する親子
が各地で増えたら、未来の窓には明るい光が差し込ん
でくるに違いない。
暑い夏の間、身近な水を通じて地球や社会を考える
ソーシャル・アクションを続けて 5 年。早くも次の夏
に向けて、五感を通じて学べる多様な「授業」を準備中。
みずのがっこう 2010 に乞うご期待を。参加資格は、
水と関わりのある人。そう、みなさん自身です。
www.ThinktheEarth.net/jp/waterplanet/
　　　Think the Earth　みずのがっこう

検索
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01

05 06 07 08

03宇宙からの視点を全ての人へ。
地球時計 wn-2

半球系のドームの中で、小さな地球
がゆっくりと自転する地球時計
wn-2。24時間で1周し、地球時間
が体感できるウェアラブルアースで
す。ブルー、シルバー、ホワイトの
3種類に、オプションパーツを取り
揃えて展開中。オンラインショップ
「ソーシャル・デザイン・マーケット」
でも取り扱っています。
www.ThinktheEarth.net/jp/watch/

02 リアルタイムの地球が見られる
携帯アプリ［live earth］

地球の今が感じられる携帯アプリ。くるくると回せる3Dの地
球に6時間ごとに更新される雲の様子やリアルタイムの日影線
を反映。世界時計としても使えます。携帯サイトでは気象情報
をはじめ、月齢カレンダーの壁紙や待受けFLASH、地球検定、
1秒の世界など盛りだくさんでお届け。月額情報料の一部は、
Think the Earthプロジェクトを通じて社
会貢献のために使われます。2009年10月
より、主要3キャリアでご利用いただける
ようになりました。
http://liveearth.thinktheearth.net

ソーシャル・デザイン・マーケットで、
チャリティキャンペーン実施中

Think the Earthプロジェクトがプロデュ
ースするオンラインショップ「ソーシャル・
デザイン・マーケット」では、2010年2
月28日まで、ソーシャル・ギフト・キャ
ンペーンを実施中。期間中にお買い物をす
ると、あなたが選んだNGO活動に売上げ
の一部を寄付としてプレゼント。寄付先は
4つのNGOから選ぶことができます。携
帯からもアクセスできます。
www.ThinktheEarth-shop.com

04「雷 ×Think the Earth」
充実のシリーズでお届け

長野県にある福祉施設「OIDEYO ハ
ウス」とのコラボレーションで生まれ
た「雷×Think the Earth」の雷バッグ。
使用済みの米袋にビニールテープを1
枚1枚手作業で貼り重ねた1点もので
す。カードケースやブックカバーもラ
インナップに加え、ピカピカと賑やか
に暮らしを彩ります。
www.ThinktheEarth.net
/jp/kaminari/

地球に関する情報を発信するサイト
Think Daily をリニューアル

世界各地のリポーターから届けられる地球ニュースや、スタッ
フが注目する人や活動を訪れる地球リポート、自然災害の支
援情報など、地球の話題を日々発信するサイトを 12 月中旬
にリニューアル。あなたが発信したオススメ情報も投稿でき
ます。たくさんの地球人の参加をお待ちしています。
www.ThinktheEarth.net/jp/thinkdaily/
　　  Think Daily

様々な角度から地球を切り取る
オンライン地球儀「アースリウム」

インターネット上に、マウス1つでクルクル回せる地球儀を
つくり、様々な角度から地球を切り取っています。たとえば「大
航海時代」の地球儀は、コロンブスを始めとする冒険家たち
の航路が次々と地球議上に描かれます。知っているようで知
らない地球のこと。少しのぞいてみませんか？
www.ThinktheEarth.net/jp/earthrium/
　　  アースリウム

プロジェクトの活動をサポートする
個人会員アースコミュニケーター募集中

ひとりでも多くの人が地球との関わりについて感じ、考え、
行動することで世界は変わる。この想いに共感し、プロジェ
クトの活動をサポートしてくださる個人会員を募集していま
す。私たちと一緒に地球のことを学び、伝えていきませんか？
勉強会・交流会へのご案内などもさせていただきます。下記
WEBページをご参照のうえ、ぜひご参加ください！
www.ThinktheEarth.net/jp/join/communicator/

日々の活動やおすすめ情報などを
Twitter でつぶやいています

Think the Earthプロジェクトの活動のお知らせやおすすめの
イベント情報、オンラインショップのイチオシ商品、スタッ
フのぼやきまで、Twitterで日々つぶやいています。たまに
Twitter限定キャンペーンを開催する可能性も!?　みなさまの
温かいフォローをお待ちしています。
Twitter ‒ Think the Earth
http://twitter.com/thinktheearth/
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代
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ふたつのえこよみカレンダー、発売中
です！『松尾たいこ　えこよみポスタ
ーカレンダー』『二十四節気七十二候 
華雪 えこよみカレンダー』

地
平
線
ま
で
続
く
広
大
な

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

左）伊豆で開催したシーカヤックツアー。水を身体で感じ、心で
考える授業　右）橋本淳司副校長先生の授業「めざせ！ アクア
マスター決定戦」


